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環境影響評価書案審査意見書 
 

 

「北清掃工場建替事業」に係る環境影響評価書案（以下「評価書案」という。）につい

て審査した結果、東京都環境影響評価条例（昭和 55年東京都条例第 96号）第 57条第 1

項に規定する意見は、下記のとおりである。 

 

 

東 京 都 知 事  

小 池 百 合 子 

（公 印 省 略） 

 

記 

 

第１ 対象事業 

 

１ 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

    名 称：東京二十三区清掃一部事務組合 

代表者：管理者 山﨑 孝明 

所在地：東京都千代田区飯田橋三丁目５番１号 

 

２ 対象事業の名称及び種類 

名 称：北清掃工場建替事業 

種 類：廃棄物処理施設の設置 

 

３ 対象事業の所在地 

東京都北区志茂一丁目２番 36号 

 

 



第２ 意 見 

本事業の評価書案における調査、予測及び評価は、おおむね「東京都環境影響評

価技術指針」に従って行われたものであると認められる。 

なお、環境影響評価書を作成するに当たっては、関係住民が一層理解しやすいも

のとなるよう努めるとともに、次に指摘する事項について留意すべきである。 

 

 

【大気汚染】 

計画地周辺には学校や住宅が近接していることから、工事施行中の粉じんの飛散

防止について、環境保全の措置を徹底すること。また、粉じんの飛散防止対策並び

にダイオキシン類を含むばいじん等の事前除去方法について、周辺住民への周知・

説明を十分に行うこと。 

 

【騒音・振動】 

工事の施行中における騒音・振動については、計画地に近接して住宅があり、特

に解体工事に伴う振動への影響が懸念されることから、適切な騒音・振動対策等に

ついて、周辺住民への十分な周知・説明を行うとともに、更なる環境保全のための

措置を検討すること。 

 

【騒音・振動】 

計画地周辺の道路交通騒音は、現状においても全ての地点で環境基準を超えてい

ることから、工事用車両やごみ収集車両等の走行に当たっては、環境保全のための

措置を徹底し、道路交通騒音の低減に努めること。 

 

【土壌汚染】 

土壌汚染対策法第４条及び都民の健康と安全を確保する環境に関する条例第 116

条の施行前より管理してきた汚染土壌封込め槽については、計画地内の地下水流動

の状況を踏まえた上で、封込め槽の影響を把握できる地点において、現在において

も機能が維持されていることを確認するための十分な調査を実施するとともに、工



事の完了後においても地下水のモニタリングを定期的に行うなど機能が維持される

よう適切に管理すること。 

 

【地盤、水循環共通】 

住宅地に近接する軟弱地盤の掘削を伴うため、地下水に影響を及ぼす工種の施工

中及び施工後の一定期間において、地下水位及び地盤変位のモニタリングを適切に

実施し、地盤沈下の未然防止を図ること。また、モニタリング等、環境保全のため

の措置の実施に際しては、過去の建替え工事時に得られた知見を活用すること。 

 

【景観】 

既存建築物は、「北区景観百選」に選定されるなど、地域の代表的な景観資源であ

ることに鑑み、計画建築物のデザイン検討の際には、関係地域の景観に関する法令

や計画等を踏まえるとともに、地域関係者と十分な協議・調整を重ねた上で、評価

の指標との整合を図ること。 

 


